
特別支援学級 生活単元の時間指導案

指導者 ○○ ○○

１．題材 「大きくなあれ おいしくなあれ」

２．指導にあたって

こんな子どもだから

○毎年，生活単元の時間に，きゅうり・トマト・なす・ピーマンなどの野菜を育てて，収穫の喜

びを味わうという経験をしてきている。１学期には畑の先生たち（地域の老人クラブの方々）

を招き，いろんな野菜を育てて，たくさん収穫することができた。 （題材）

， ， 。○自分が体験したことは 簡単な文章に書き それを友だちの前で読んで発表することはできる

聞いてもらうことをとてもうれしそうにしており，自分の思いを伝えることができる。

（ ）体験・伝え合う活動

○作業や活動をしているときは，友だちとかかわろうとする姿が見られる。昨年は，１年生を招

待し，自分たちで作ったジャンボすごろくで一緒に楽しく遊ぶことができた。１学期は，野菜

作りを教わるために，畑の先生たちに何度も来てもらい，だんだんとうち解け，楽しく会話を

。 （ ）することができるようになってきた 人とのかかわり

こんな教材で こんな手立てを（人とのかかわりは※）

○畑の先生たちと一緒に野菜作りを行い，そ ○大きくておいしい野菜がたくさん採

の野菜を使った料理を作ったり 「かるた」 つ れるためには，どうすればいいのか，

を作ったりする活動を行う。 か を考えさせるために，昨年の野菜作

○身近な地域の方とのかかわりであるため， む りの活動を想起させる。

いつでもインタビューすることができ，意 ※友だちと育てたい野菜や育て方につ

欲が継続しやすい。 いて考えを出し合う。

○野菜作りの苦労や知恵を畑の先生たちとの ○楽しく活動し，大きな野菜を育てる

かかわりを通して学ぶことができる。 ために，畑の先生たちにわからない

○野菜を植え，育てることで収穫の喜びを味 ことを聞かせながら一緒に活動させ

わうことができるとともに，自分にもでき さ る。

るという自信をもたせることができる。 ぐ ※水やり，草取りなどのお世話を一緒

○野菜作りの活動のすべてを「かるた」にし る にする。

てまとめることで，どの子も楽しみながら ※収穫を祝って，畑の先生たちと一緒

活動できる。 に，ミニ交流会をする。

○一緒に野菜作りをしたり 「かるた」で遊 ※採れた野菜を使って，畑の先生たち，

んだりすることによって，畑の先生たちや と一緒に簡単な調理をして食べる。

公民館の方々など地域の方にも，たんぽぽ ひ ○野菜作りの楽しかった活動をふり返

学級の子どもたちのことを知ってもらうこ ろ らせるために 『はたけからのおく，

とができる。 げ りものかるた』を作らせる。

る ※『はたけからのおくりものかるた』

で，畑の先生たちと一緒に遊ぶ。

３．目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・野菜の変化や成長の様子に関心をもち，進んで世話をすることができる。

○伝え合う活動（技能的側面）

・ミニ交流会，野菜の調理，かるた作りの時などに，自分の考えを発表したり，友だちの発表を

聞いたりすることができる。

○気づき（知識的側面 （価値的・態度的側面））

・畑の先生たちと様々な活動をすることによって，その知恵や思いを知ることができる。
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・調理やかるた作りなどを通して，自分にもできたという達成感を味わうことができる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・野菜作り，ミニ交流会，調理，かるた遊びなどの時，畑の先生たちと一緒に言葉をかわしなが

ら，活動することができる。

４．学習計画（４３時間）

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する共感 自己選択・決定の場の工夫選決

学 習 活 動 人とのかかわり 指導・支援 評 価段階 時間

☆は個別の支援

１ １．昨年までの野菜作り ○一人一人，覚え ○意見が出やすいよ ○育てたい野菜

の活動をふり返り，こ ていることやこ うに，野菜の本を の名前を発表

れからの野菜作りの計 れから育てたい 用意しておく。 することがで

つ 画をたてる。 野菜について意 自己 きる。

・去年は，採れた野菜 見を出し合う。 ○学習課題をもたせ （価値的・態度

を家にもって帰った るために，これま 的側面）

か ね。 での野菜作りの写

。・ぼくは，きゅうりを 真を掲示しておく

育てたいな。 選決

む

２ ２．畑の先生たちと出会 ○畑の先生たちと ○児童一人一人の実 ○畑の先生たち

い 一緒に苗を植える 話をしながら， 態やかかわり方な と苗を植える， 。

○お互いに自己紹介を 苗を植える。 どを，畑の先生た ことができ

する。 ちに理解してもら る。

○ミニトマト，きゅう うために，事前に （技能的側面）

り，なす，ピーマン 細かい打ち合わせ

さ の苗を植える。 しておく。 共感

○水やりをする。

３．週１回，野菜の世話 ○畑の先生たちと ○子どもたちにでき ○畑の先生たち20
を畑の先生たちと一緒 野菜の世話をす ることはさせて， の素晴らしさ

にしたり，野菜が採れ る。 必要なときには手 に，気づくこ

ぐ た時は，販売したりす 助けしてもらうよ とができる。

る。 うに話をしておく （価値的・態度。

（１）水やり，草取り， 共感 的側面）

支柱たてなどのお世 ○けがをしないよう

話を週に１度一緒に に安全に留意し，

る 行う。 注意事項を確認す

・草がのびてきたね。 る。 選決

・もうすぐ，トマトが ○畑の先生たちの健

赤くなりそうね。 康にも留意し，顔

・きゅうりのつるがの 色などに気をつけ

びてきたよ。 る。 共感

☆作業への意欲が持

続しない子には，

声をかける。

大きくておいしいやさ

いをつくり，はたけの

先生たちともっとなか

よくなろう。
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（２）大きくなった野菜 ○公民館の館長さ ○野菜の販売がスム ○公民館や職員

を公民館や職員室で んや先生方にお ーズにいくように 室前では，積，

販売する。 願いして，野菜 公民館の館長さん 極的に野菜を

・全部売れるといいな を販売する。 や校長先生には， 売るための言

・どんな人が買ってく 事前にお願いして 葉を発するこ

れたのかな。 おく。 共感 とができる。

・たまったお金はどう ○どんな売り方をす （技能的側面）

しようか。 ればいいか考えさ

せる。 選決

○お金の大切さをわ

からせるために，

お金の取り扱い方

を指導しておく。

共感

２ ４．さつまいもの苗を植 ○友だちや畑の先 ○畑の先生たちとふ ○畑の先生たち

えるために畑の手入れ 生たちと草取り れ合うように，一 の素晴らしさ

をし，準備をする。 をしたり，うね 人一人声をかける に気づくこと。

・野菜とちがって，い 作りをしたりす 共感 ができる。

もはこんなふうに， る。 （価値的・態度

うねを作るんだな。 的側面）

１ ５．さつまいもの苗を， ○さつまいもの苗 ○うねの作り方や苗 ○畑の先生たち

畑の先生たちと一緒に を畑の先生と一 の植え方について の素晴らしさ，

植える。 緒に植える。 畑の先生たちと綿 に気づくこと

さ ・なえは，ねせるよう 密に連絡をとって ができる。

にして植えるんだね おく。 選決 （価値的・態度。

・おいもは，たくさん 的側面）

とれるかな。

２ ６．ミニ交流会の計画を ○友だちと協力し ○子どもたちに相手 ○どんなことを

たてる。 ながら 考える 意識をもたせるた すれば，畑の， 。

ぐ めに，畑の先生た 先生たちに喜

ちに，喜んでもら んでもらえる

えるような内容を かを考えるこ

考えさせる。 とができる。

選決 （価値的・態度

的側面）

る ２ ７．野菜の収益で畑の先 ○畑の先生たちを ○畑の先生たちには ○畑の先生たち，

生とミニ交流会をする たんぽぽの教室 前もってプログラ と遊んだり，。

・リコーダーを聴いて に招いて，いっ ムを渡しておき， お菓子を食べ

ほしいな。 しょに遊んだ 一緒に楽しんでも たりして，楽

・手遊び歌もいいね。 り，お菓子を食 らうようにする。 しく過ごすこ

・ペットボトルでボー べたりしてふれ 共感 とができる。

リングをしようか。 合う。 （技能的側面）

・いっしょにおかしを

食べたいな。

２ ８．さつまいもを収穫 ○畑の先生たちや ☆さつまいもでどん ○さつまいもで

し，この後の計画をた 友だちと協力し なことができるか どんなことが，

てる。 ながら，さつま 一人一人に考えさ したいか，自

いもを収穫し， せるように声かけ 分の考えを発

・すごい！こんなに大 採れたさつまい をしていく。 表したり，友
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きくなったね。 もでどんなこと ○子どもたちの考え たちの意見を

・どうやって食べよう ができるかを話 が出やすいように 聞いたりする，

か。 し合う。 教師もあらかじめ ことができ

考えておき，ヒン る。

トを与える。 選決 （技能的側面）

２ ９．畑の先生たちと一緒 ○畑の先生たちや ○調理方法について ○畑の先生たち

にさつまいもを調理し 友だちと協力し は，事前に子ども や友だちのよ

て食べる。 ながらさつまい たちに説明してお さに気づくこ

・○○さんに切り方を もの料理を作っ く。 自己 とができる。

教わって，上手に切 て食べる。 ○安全面・衛生面な （価値的・態度

れたよ。 どについては，し 的側面）

・○○は，一緒に食べ っかり指導する。

るとおいしいね。 選決

７ ．野菜作りの活動をふ ○友だちと協力し ○かるた作りの意欲 ○自分のよさや10
り返り 『はたけから ながらかるた作 を持たせるために 友だちのよさ， ，

のおくりものかるた』 りの活動をす これまでの活動を をみつけてい

を作る。 る。 思い出せるような る。

・ あ」つい日も毎日 写真や絵をはる。 （価値的・態度「

水やりごくろうさん。 自己 的側面）

ひ ・ さ」わったらきゅ ○絵札，読み札に畑 ○友だちと協力「

うりのちくちくいた の先生たちと一緒 しながら か，「

かった。 など に活動してきたこ るた」を作る

とを取り入れた か ことができ「

るた」にさせる。 る。

ろ 選決 （技能的側面）

☆文作りが苦手な子

どもには，今まで

，の活動を思い出し

。げ 一緒に文を考える

１ ．畑の先生たちと一緒 ○畑の先生たちや ○自分に自信をもた ○畑の先生たち11
本 に『はたけのおくりも 友だちと楽しく せるために，読み や友だちと楽

「 」時 のかるた』で楽しく遊 「かるた」で遊 札をスムーズに読 しく かるた

る ぶ。 ぶ。 む練習を前もって で遊ぶことが

させておく。共感 できる。

（技能的側面）

１ ．お世話になった畑の ○お世話になった ○今までの活動を思 ○お礼の気持ち12
先生たちにお礼の手紙 方たちのことを い出しやすいよう をあらわす内

を書く。 思いうかべなが に，写真や絵を準 容の手紙を書

・○○先生と一緒にお ら，手紙のこと 備する。 選決 くことができ

いもパーティをして について話し合 る。，

うれしかったです。 う。 （価値的・態度

また，一緒に野菜を 的側面）

作ってください。



特別支援学級 本時学習指導案

指導者 ○○ ○○

５．本時 平成○○年○○月○○日（ ） 第○校時 場所 ○○学級

６．本時について

目標

○興味・関心・意欲（価値的・態度的側面）

・自分たちで作った「かるた」で，畑の先生たちや友だちと楽しく遊ぶことができる。

○気づき（価値的・態度的側面）

・ かるた」で遊ぶことで，自分のよさ，友だちのよさ，畑の先生たちのよさに気づくことが「

できる。

○人とのかかわり（技能的側面）

・畑の先生たちに声をかけながら，活動することができる。

個別の目標と支援

目 標 支 援

・ かるた」を取れなくて，途中で投げ出さない「

Ａ児 ように声かけをし，励まし応援する。

・ めあて」や「まとめ」を書く時には，そばに「

ついて，Ａ児が話したことを教師が書き，それ

を手本に自分で書かせる。また，発表する時に

は，書いたことと少しちがっても，自分の言葉

で話すことを認めるようにする。

・聞き間違えないように，読み手が読むのをよく

Ｂ児 聞くように声かけをする。

・書いたものを発表する時，安心して読めるよう

に，そばについておき，つまった時には，一緒

に読む。

・聞き間違えないように，読み手が読むのをよく

Ｃ児 聞くように声かけをする。

・書いたものを発表する時，安心して読めるよう

に，そばについておき，つまった時には，一緒

に読む。

・あわてず最後までしっかり聞いて，間違えない

Ｄ児 で「かるた」をとるように声かけをする。

・発表する前に，自分で書いた文を読み返すよう

に声かけをして，小さな声で読む練習をさせて

おく。

・途中で飽きるようなことがあったら，最上級生

Ｅ児 として，楽しく学習に参加するように声かけを

する。

・発表する前に自分で書いた文を読み返させた

り，聞いてあげたりして，自信をつけさせてお

く。
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前時までに 本時の手立て

○前時までに，いろんな体験活動 ○活動がしやすいように場作りを行っておく。

のことを取り入れたかるた作り ○取った「かるた」の数が少ない子どもが悲しい

を行い，早く畑の先生と一緒に 思いをしないように，取った数を競うのではな

「かるた」をしたいなという意 いことを始めに話したり，ルールを決めておい

欲をもっている。 たりする。

○読み札をスムーズに読めるよう ○みんなが見やすいように絵札の置き方に気をつ

に練習している。 けさせる。

７．準備

教師 『はたけからのおくりものかるた』

児童 学習プリント

８．展 開

自己存在感を持たせる支援自己 共感的人間関係を育成する支援共感 自己選択・決定の場の工夫選決

学 習 活 動 人とのかかわり 指導と支援 評 価

☆は個別の支援

１．本時のめあてを確認する。 ○教師の話をし ○めあてを意識させるた

っかり聞く。 めに声に出して読ませ

めあて る。 自己

２ 畑の先生たちにあいさつをする ○いっしょに遊ぶ畑の先． 。

生たちを，子どもたち

に紹介する。 共感

○楽しく「かるた」がで

きるように机の位置を

ずらしておき，場作り

を行う。 自己

○みんなが楽しめるよう

に約束を確認する。

自己

○『聞き方あいうえお』

『 』や 話し方あいうえお

に注目させ，意識して

話したり聞いたりさせ

る。 自己

３．楽しい雰囲気で学習が始められ ○畑の先生たち ○教師が率先して声を出 ○楽しく歌を

るように，歌を歌う。 と一緒に，歌 し，楽しく和やかな雰 歌ってい

を歌う。 囲気になるように，一 る。

（ ）緒に歌う。 共感 技能的側面

はたけの先生たちといっしょにた

のしくかるたをしてあそぼう。
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４．今日がんばることを発表する。 ○友だちの話を ○『聞き方あいうえお』

『 』聞いたり発表 や 話し方あいうえお

したりする。 に注目させ，意識して

話したりきいたりさせ

る。 自己

☆言葉につまった子ども

， ，には 安心するように

そばに立ってアドバイ

スをする。

５ 『はたけからのおくりものかる ○みんなで楽し ○読む子どもを交代させ ○友だちや畑．

た』をする。 く「かるた」 て，みんなに経験させ の先生たち

①ルールを説明する。 をする。 る。 共感 と楽しく活

②活動をする。 ☆「かるた」がとれない 動してい

子どもには，声をかけ る。

（ ）ながらはげましてい 技能的側面

く。

６．今日の学習のふり返りをする。 ○友だちの話を

○一人一人，自分のはじめのめあ 聞いたり，発

てについてふり返ったり，楽し 表したりす

かったことを発表したりする。 る。

・たくさんかるたがとれてうれ

しかった。

・畑の先生たちとかるたができ

てうれしかった。




